
家政教育部会の原点をみつめ，
これからを語る

　【概要】1996年に設立された家政教育部会は2026年で30周年をむかえます。

この節目の年に、今まで家政教育部会が何を目指し、どのように発展してきたか

を部会員で共有することが求められていると考えます。おりしも、生活の変化

（社会化、合理化、多様化、複雑化等）は著しく、“生活”をどのように捉えて家

政教育を展望するのか、我々はどのような生活を求めるのか等について、学術的

に捉え直す必要性にも直面していると思われます。

　今回のセミナーでは、歴代の家政教育部会会長の足跡を辿り、その使命と発展

の軌跡を振り返る機会を設けます。具体的には、第1期から第4期については、第

4期部会長よりご提供いただいた貴重な資料に基づき、設立当初から発展期にか

けての歩みを現部会長より共有・解説いたします。また、第5期・第6期・第7期

の歴代会長からは、ご自身と部会とのかかわりや、各期における使命と展望につ

いて事前に収録したビデオメッセージを通して語っていただきます。

　これらの情報をふまえ、家政教育部会の今後について、皆で考える機会とした

いと思います。

2026年3月14日（土） 13:30〜16:00

オンライン（Zoom）

日程 時間

会場 参加費

一社）日本家政学会家政教育部会　2025年度第2回セミナー

無料

申込先 3月12日までにお申込みをお願いします。
https://forms.gle/aD2NxcEaQdUFvBMH7

　【プログラム】

開会／部会長挨拶・趣旨説明

　第１部　家政教育部会の歴史を振り返る

　　　　・第１〜第４期について：資料をもとに

　　　　　　　　　　　　　　　　現部会長　鈴木明子氏

　　　　・第５〜第７期について：元部会長講話をもとに

　　　　　　　　　　　　　　　　第５期部会長　倉元綾子氏

　　　　　　　　　　　　　　　　第６期部会長　佐藤文子氏

　　　　　　　　　　　　　　　　第７期部会長　正保正惠氏

　第２部　家政教育部会のこれまでとこれから

　　　　・第１部へのコメント　：木村範子氏

　　　　・フリーディスカッション

　　　　・今後の部会活動にむけて：現（第８期）部会長　鈴木明子氏

　閉会


